
大草谷津田いきものの里 自然観察会

春の香りを楽しもう

太田慶子（千葉市）

日 時：2026 年 4 月 19 日（日）10：30～12：00 天候：晴れ

参加者：大人 4 名 子ども 4 名

担当指導員：太田・田島・相吉（記録） 参加指導員：岡田

用意した「フキ味噌」と「ゆでたセリ」を味わっていただいた後、「テーマに関係なく何

か見つけたら言ってください」と話して始めました。

若葉・若芽の季節、香りのする草木を探しながら歩きますが、子どもらは朽木の下の虫

探しをしています。朽木も弱ると虫もあまり住まなくなりますが。足元のミツバ、ドクダ

ミ、ニワトコ実生などがありますが、「葉っぱはそのままでは匂わないので、ちぎるか叩く

かしてください、細胞が壊れて匂いますから」と。

サンショウの葉は叩くといい香り。「この季節、筍と一緒にいただくといいですね」

途中、ハナイカダが葉の真ん中で花を咲かせ、傍らではウラシマソウやヒガンマムシが

風変りな花をつけています。

谷津田の方に出ると、アリジゴクを見つけた男の子が土を掘ると、1ｃｍくらいの幼虫が

見つかりました。林縁にはヤブニッケイ、ヤマコウバシ、ニガキなどがあり、ヤマコウバ

シは冬になっても葉が落ちないので受験生に人気があると・・、ニガキは試食してもらっ

たあと飴を提供しましたが、いつまでも苦いこと・・。

田んぼの方に下りてショウブの葉を採って香りをかいでもらったら、もうクリーム色の

花をつけていました。水辺ではオタマジャクシがかたまっており、子どもらは手を入れて

捕まえようと・・、「ぬるぬるしている」と楽しそうでした。

ウワミズザクラが早くから咲き、もう香りがしなくなっているかと思いましたが、真っ

白な穂状の花はいい香りがして、「桜餅のような香り」とおっしゃる。蕾は塩漬けにしたの

をアンニンゴ（杏仁子）といい、食べるそうです。杏仁豆腐のような香り？

シュレーゲルアオガエルがよく鳴き、既に田んぼの畔のそばに白い泡状の塊があり、そ

の中にクリーム色の卵が見えます。子どもらはトンボを捕まえようと網を振り、交尾中の

ホソミオツネントンボやシオヤトンボをゲット！

今日はちょっと足を延ばして、タヌキのため糞を見に行きます。タヌキは同じところに

糞をする習慣があり、昨年から見られるようになりました。最後にユズの葉のいい香りを

嗅ぎ、男の子が捕まえた大きなシュレーゲルアオガエルを観察してから、そっと逃がして

もらい、終了しました。

米「ひとりではわからない自然を、説明してもらってよかった」「いろいろ発見があって

よかった」「植物の名前がわかった」など、楽しんでもらえたようです。
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